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	C.研究結果
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	D.考察
	本分担研究報告書では、「てんかん」を例に、NDBを中心に解析の定義の仕方によってどの程度患者数が異なるかを全国レベルで検証した。
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	E.結論
	本分担研究により、「てんかん」の患者数の各データソースによる差異と精神医療にて診療対象となっている「てんかん」の割合を明確にすることができた。「てんかん」は精神障害者保健福祉手帳の交付対象であり、自立支援医療の対象にもなっているため精神科医療福祉システム側から、状況の把握と対策を行っていくことは重要である。一方で「てんかん」の全患者数から考えると精神医療にアクセスしている数は一部である。医療計画では拠点機能を含めて計画策定の範囲に「てんかん」は含まれているものの、他の疾患に比べて他科との連動の要...
	また精神科専門療法と通院・在宅精神療法については、患者数の多い統合失調症やうつ病等の疾患では、大きな違いは見られないが患者数が少ない疾患、あるいは必ずしも精神外来で継続的な精神科医による継続的な診察が必要ではない疾患においては、計上される数値に差異が生じる可能性がある。診療実態を数値で把握するのか、患者数そのものを把握するのか等必要に応じてどの数値を採用するか検討が必要である。
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